
 

 

 

 

 
 
 
★２０２５（令和７）年がスタートしました！ 
旧年中は、一方ならぬご理解とご協力を賜りま
したことに衷心より厚くお礼申し上げます。今年
も、勝央北小学校の子どもたちが楽しく過ごし学
べるよう教職員一同、力を合わせてがんばりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 
３学期が始まり、1年間のまとめと次年度へ向
けての準備が本格的に動き出します。短い期間で
すが、しっかり成長の跡を確かめ合い、進級・進
学の準備を行っていきたいと考えています。 
始業式に当たって、今年のめあてをもってほし
いと思い、終業式で話した大谷選手の「なりたい自分」の続きを話しました。短期・長期
的な目標例を、学校での生活をベースに紹介しました。もちろん、家でのことや習い事で
のこと、様々な目標が考えられます。できれば、見えるように書いたり、声に出して宣言
してみたりするとより意識も高まると思います。 
６年生にとっては中学校への進学という環境が変わるタイミングですし、１～５年生も
進級する前段として、それぞれ大きなチャンスでもあります。途中で失敗してもやり直せ
ばいいと思います。「こけたら、立ちなはれ。」と松下幸之助氏も
おっしゃっています。チャレンジする気持ちを大切に、なりたい
自分を目指していきましょう。お家でも話題にしていただき、次
の１２月に振り返ったとき、自分なりに充実した 1年だったな、
となることを願っています。 
余談になりますが、私の今年のめあての一つは「笑う門には福
来たる、笑顔を大切にする自分になる！」です。 

 

 
 
 
 

＊めざす子ども像＊ 

やさしく かしこく たくましく 

勝央北小ホームページ  
http://gakuji.town.shoo.lg.jp/shookita-es/ 

勝央北小学校学校便り 令和７年１月１０日発行 

欠席･遅刻は、まなびポケット
からお願いします。 
連絡フォーム 

１月の定時退庁日は３１日（金）です。ご協力をお願い致します。 

オンラインの始業式で 

縦割り遊び 



★読書の習慣について（学校アンケートから） 

保護者の皆様には、学校アンケートにご協力をいただきありがと

うございました。その結果を見させていただくと、読書がなかなか

できていないという結果が見られました。 

そこで、全国的に見てどうなのだろうと少し統計を調べてみまし

た。上の図は、30年程前から行われていて、抽出調査によって小学

生は４～６年生が１ヶ月間にどの程度の読書をしているかを調べ

たものです。２０２４年の小学生は、アンケート開始以降で最もよ

く本を読んでいました。調査を始めた頃の倍の読書量でした。経年

の変化を見てみると、増減を繰り返していますが右肩上がりでだんだん増えていることが

分かりました。全国平均で見ると、小中学生については「読書離れ」が改善してきている

と言えるのだろうと思います。 

一方、本校の子ども達は、１ヶ月間にどのくらい本を読んでいるでしょうか。同時期の

図書室の貸し出し数を調べてみました。 

２０２４年５月の４～６年生の平均貸し出し数 ３．６冊／人 

という結果になりました。図書室の本に限定した結果ですの

で、実際はもう少し多いと思われます。 

読書は人間形成に少なからず影響すると考えられます。こ

の結果を基に、学校でも本を読む時間を確保する工夫を考え

ていきたいと思います。放課後も習い事などの様々な予定が

ある児童が多いと思いますが、その大切さを踏まえて、今一

度、読書の時間の確保をお願いしたいと考えています。 

 
５月１ヶ月間の平均読書冊数 

調査対象：全国の小学生（4～6年生）・中学生（1～3年生）・高校生（1～3年生）の抽出調査 
《小・中学校は都市規模別、高校は学科別にサンプル校を抽出し、各学年 1 クラスで実施》小学生：3,308 人、
中学生：3,496人、高校生：4,604人      （出典 公益社団法人 全国学校図書館協議会のWebページを参照） 

読書祭りの準備をする図書委員会 


